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がばいトロッコレース　参加者募集中！
　10:00～
【競技種目及び賞金・賞品】
　一般の部　（男女毎）　１チーム４名　優勝１０万円　準優勝 ５万円　３位 ３万円
　小学生の部（男女毎）　１チーム４名　優勝　２万円　準優勝 １万円　３位 ５千円
　中学生の部（男女毎）　１チーム４名　優勝　２万円　準優勝 １万円　３位 ５千円
　各町対抗の部　　　　　１チーム５名　優勝　５万円　準優勝 ３万円　３位 １万円
　他にも参加賞・特別賞・仮装賞(一般の部)をご用意しています。
　※申込みについては、所定の申込用紙により４月１４日(月)までに事務局まで提出してくだ
　　さい。参加料は、一般の部及び各町対抗の部が3,000円、小中学生が1,000円となってい
　　ます。（申込用紙については、武雄市ホームページにも掲載しています。）

レモングラスにおい袋づくりウォークラリー
10:30～15:00（150名）　　　　  　　
参加料　無料

オープニングセレモニー
9:30～10:00
キャラクター風船プレゼント！

と　き　４月27日（日）9:30～
ところ　きたがた四季の丘公園

木の実の
ピンチクラフトづくり教室
11:00～12:00（20名）
13:00～14:00（20名）
参加料　300円

フリーマーケット　出店者募集中！
10:00～16:00　　　　　　　　　 
※出店申込みについては、所定の申込用紙に
より4月14日(月)までに事務局まで提出してく
ださい。出店料は、1,000円となっています。

他にも、物産・飲食コーナーや地域婦人
会によるレモングラスティーコーナーな
どがあります。

ミニ植木・苔玉づくり教室
11:00～12:00（20名）
14:00～15:00（20名）
参加料　500円

薫製づくり教室
11:00～12:00（50名）13:00～14:00（50名）
参加料　100円

あおぞらライブ
12:00～
歌手「ｍｏｎ」

●申込み・問合せ先
四季の丘フェスタ実行委員会事務局
（武雄市北方支所まちづくり課内）

　電話　36－6023
　FAX　36－5468
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日時　　　４月５日（土）
　　　　　※雨天時中止
受付　　　午前10時30分
出発　　　午前10時50分　　　　　　　　　
集合場所　黒髪山登山道入り口駐車場
　　　　　（一の鳥居前駐車場）
※登山参加者には黒米もちとお茶を配布いたします。
（数量限定）

春真っ盛り
黒髪山に登ろう

春真っ盛り
黒髪山に登ろう

一の鳥居（スタート）
↓

カザハヤ峠展望所
↓

不　動　寺　前
↓

黒髪山生活環境保全林
↓

西光密寺（ゴール）

主催／黒髪の浪蔓まつり実行委員会
問合せ先／武雄市役所山内支所　まちづくり課産業係
電話／４５－２９０９

黒髪山山開き黒髪山山開き
参加無料

乳待坊公園

伊万里

武内

●黒髪の森温泉

登山ルート

▲黒髪山

宮野

●武雄市役所
山内支所

JR三間坂駅
武雄有田

Contents
四季の丘フェスタ　　………　2
黒髪山山開き　　　　………　3
市人事異動　　　　　………　4～　7
総合健診実施　　　　　……　8～　9
犬の登録と狂犬病予防注射…10
麻しん風しん混合ワクチン…11
今月のカレンダー　　………12～13
お誕生おめでとう　　………14
まちのわだい　　　　………15
固定資産縦覧　　　　………16　　　
春の交通安全　　　　………17
後期高齢者医療制度　………18
屋外広告物の表示　　………19
保健連絡協議会だより………20
男女共同参画　　　　………21
インフォメーション　………22～23
よかまち武雄をつくる人……24

　　３月26日、国土交通省から新幹線
　の着工が認可されました。
　　これから本格的に新幹線の建設が
　始まり、10年後には武雄温泉駅～諫
　早駅間で開通します。
　　市民のみなさんの努力で決まった
　新幹線。武雄を走るのが楽しみです。
　

今月の表紙

武雄市民の悲願達成
　３５年の夢、実る！

今月の表紙

武雄市民の悲願達成
　３５年の夢、実る！
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４
月
か
ら
組
織
が
変
わ
り
ま
す

４
月
か
ら
組
織
が
変
わ
り
ま
す

産業係

農政係

農村係

レモングラス係

戦略課 営業係

新幹線係

観光係

管理係

事業係

佐賀のがばい
ばあちゃん係

農林商工課

観光課

競輪課

佐賀のがばい
ばあちゃん課

わたしたちの
新幹線課

課名 係名

産業係

楼門朝市係

農政係

農村係

企業立地課 営業係

新幹線係

観光係

九州物語係

管理係

事業係

レモングラス係

いのしし係

佐賀のがばい
ばあちゃん係

農林商工課

観光課

競輪課

レモングラス課

佐賀のがばい
ばあちゃん課

わたしたちの
新幹線課

課名 係名

営
業
部 営

業
部

①
課
、
係
の
新
設

営
業
部
農
林
商
工
課
楼
門
朝

市
係

平
成
19
年
４
月
か
ら
始
ま
っ

た
楼
門
朝
市
を
推
進
す
る
係

営
業
部
観
光
課
九
州
物
語
係

湯
布
院
温
泉
、
杖
立
温
泉
と

連
携
し
た
「
九
州
三
湯
物
語
」

を
推
進
す
る
係

営
業
部
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
課
い

の
し
し
係

い
の
し
し
を
使
っ
た
特
産
品

の
販
路
拡
大
を
推
進
す
る
係

営
業
部
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
課
レ

モ
ン
グ
ラ
ス
係

　
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
の
生
産
振
興
、

　
商
品
開
発
、
販
売
促
進
を
強

　
化

②
業
務
内
容
変
更
の
た
め
名
称

　
変
更

営
業
部
戦
略
課
か
ら
営
業
部

企
業
立
地
課

戦
略
課
の
主
な
業
務
と
し
て

新
幹
線
と
企
業
誘
致
、
特
産

品
が
あ
り
、
そ
の
内
新
幹
線

特
産
品
が
独
立
し
、
残
り
の

企
業
誘
致
に
特
化
す
る
た
め
。

③
わ
か
り
や
す
い
名
称
に
変
更

く
ら
し
部
福
祉
課
障
害
・
福

祉
係
か
ら
く
ら
し
部
福
祉
課

障
が
い
・
福
祉
係

こ
ど
も
部
食
育
課
食
習
慣
係

か
ら
こ
ど
も
部
食
育
課
楽
し

い
食
卓
係

④
業
務
の
統
合
に
よ
る
廃
止

各
支
所
教
育
分
室
を
廃
止
し
、

業
務
は
今
ま
で
ど
お
り
山
内
・

北
方
公
民
館
で
行
い
ま
す
。

⑤
業
務
内
容
の
変
更

本
庁
・
支
所
で
行
っ
て
い
た

課
税
業
務
を
本
庁
に
集
約
し

ま
す
。

⑥
そ
の
他
（
配
置
移
動
）

本
庁
３
階
南
側
東
に
あ
つ
た

「
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
」
を

３
階
北
側
東
へ
、

企
画
部
は
３
階

南
側
に
移
動
し

ま
す
。

⑦
市
役
所
昼
休
み

の
時
間
が
変
わ
り

ま
す

４
月
か
ら
12
時
か

ら
12
時
45
分
の
45

分
間
と
な
り
ま
す
。

市
民
課
窓
口
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り

利
用
で
き
ま
す
。
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【総合健診日程行政区別地区割】
健診日

5月21日（水）

5月22日（木）

5月23日（金）

5月26日（月）

5月27日（火）

5月28日（水）

5月29日（木）

5月30日（金）

6月　2日（月）

6月　3日（火）

6月　4日（水）

6月　5日（木）

6月　6日（金）

6月　9日（月）

6月10日（火）

6月12日（水）

6月13日（木）

6月16日（月）

6月17日（火）

6月18日（水）

6月19日（木）

6月20日（金）

6月23日（月）

6月24日（火）

6月26日（木）

6月27日（金）

6月30日（月）

対象行政区

大渡・蔵堂・永池・芦原・医王寺・椛島

東宮裾・西宮裾・杉岳・白仁田・北方

馬神・浦田・西杵・久津具

焼米・追分・掛橋

木の元・高野

川古山中・中山・御所・永野

川内・附防・菅牟田

下村・上宿・皿宿・黒岩

百堂原・宿・原・本部山中

北上滝・南上滝・甘久・高橋

中野・黒尾・繁昌・川上

小楠・昭和・蓬莱町・内町・桜町・永松

納手・潮見・上野

南楢崎・小野原・北楢崎

内田・北永野

南永野・袴野・宇土手

下西山・武雄区

天神・花島・永島・溝の上

川良

南片白・大日・二俣

沖永・鳴瀬・釈迦寺・片白

上西山・本町・宮野町・松原

中町・竹下町・新町・西浦・八並

立野川内

犬走・踊瀬・鳥海・下黒髪

永尾・三間坂東・大野

船の原・上戸・宮野西

三間坂西

今山・宮野東

東真手野・西真手野・多々良・柚ノ木原

梅野・西梅野・東梅野

庭木・矢筈・神六

弓野・小田志・高瀬

北
方
保
健
セ
ン
タ
ー

武
雄
市
文
化
会
館

山
内
保
健
セ
ン
タ
ー

北方町

若木町

朝日町

武雄町

武雄町

武雄町

橘町

東川登町

橘町

山内町

武内町

武内町
西川登町

西川登町

子宮がん検診 乳がん検診

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

健診会場 対象町

　
３
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
総
合
健
診
を
５
月
21
日
か
ら

６
月
30
日
ま
で
実
施
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
特
定
健
診
が
新

し
く
加
わ
り
、
対
象
者
や
健
診

料
金
を
変
更
し
ま
す
。

　
特
定
健
診
で
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
、
早
期
の
生
活
習
慣
病

予
防
に
重
点
を
お
い
て
、
健
診
・

保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
医
療

保
険
に
関
係
な
く
受
診
で
き
ま

す
の
で
是
非
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

　
今
年
度
の
変
更
点

①
特
定
健
診
の
実
施

・
内
臓
脂
肪
に
よ
る
生
活
習
慣

病
予
防
の
た
め
腹
囲
測
定
・

血
液
検
査
・
尿
検
査
・
診
察

な
ど
を
行
い
ま
す
。
昨
年
度

ま
で
の
基
本
健
診
と
違
い
、

武
雄
市
で
実
施
す
る
健
診
の

対
象
者
は
40
〜
74
歳
ま
で
の

国
保
加
入
者
と
な
り
ま
す
。

・
75
歳
以
上
の
方
で
高
血
圧
・

糖
尿
病
・
脂
質
異
常
等
の
治

療
を
し
て
い
な
い
人
は
、
後

期
高
齢
者
広
域
連
合
が
実
施

主
体
と
な
り
、
協
力
医
療
機

関
で
の
個
別
健
診
と
な
り
ま
す
。

・
社
会
保
険
の
人
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
保
険
者
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

②
健
診
料
金
の
変
更

・
特
定
健
診
は
、
健
診
料
金
が

か
か
り
ま
す
。
（
生
活
保
護

受
給
者
を
除
く
）
　

③ 

健
診
通
知
に
つ
い
て

・
①
で
述
べ
た
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
と
30
〜
38
歳
ま
で

の
健
康
づ
く
り
健
診
対
象
者

に
は
受
診
票
等
を
事
前
に
送

付
し
ま
す
。

・
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
事

前
通
知
せ
ず
に
会
場
で
受
診

票
を
渡
し
ま
す
。

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
運
行
に
つ
い
て

　
武
雄
町
・
山
内
町
・
北
方
町

以
外
は
、
各
町
と
会
場
間
を
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
に
て
運
行
い
た
し

ま
す
。

　
運
行
時
刻
・
停
車
場
所
等
に

つ
い
て
は
、
特
定
健
診
の
通
知

に
同
封
し
、
ま
た
各
世
帯
に
回

覧
し
ま
す
。

※行政区で区分していますが、お住まいの町・行政区以外の日で受診してもかまいません。

※乳がん・子宮がん検診については、○がついている日のみ実施します。実施しない日の対

象の方で受診希望の方は、他の健診日に受診してください。また、乳がん・子宮がん検診

は昨年受診していない方が対象となりますので、ご注意下さい。

「
受
け
ん
ば
・
知
ら
ん
ば
・
変
わ
ら
ん
ば
"
」

　
　
　
〜
20
年
度
総
合
健
診
の
実
施
内
容
に
つ
い
て
〜

石橋リハビリテーション病院
大野病院
古賀内科医院
たけお内科医院
毛利医院
山田内科医院
竜門堂医院
太田小児科内科医院
小野医院
貝原医院
蒲池耳鼻咽喉科医院
北方整形外科
こばやしクリニック
酒井眼科医院
清水医院

２２-２５１１
４５-２２３３
２２-３１３５
２３-４９８８
４５-３５４５
３６-５２９１
２０-７０５０
２２-４１７８
２３-２９０１
２２-３３６６
２３-２７９８
３６-３５４５
２６-２６５５
２２-３９８８
２２-３８８８

篠田整形外科
高原内科クリニック
田中内科医院
つちはし医院
中島医院
楢崎内科
ニコークリニック
藤瀬医院
佛坂医院
まつお内科・眼科
まつもと内科・胃腸科クリニック
持田病院
八木産婦人科

２３-６０００
２３-５５９９
２２-０１２３
２０-１２２２
２２-５０９９
２２-３７５８
３６-５７７７
４５-２００７
４５-２０１６
２３-２１７８
３６-０４６７
２２-３１３８
３６-３６００

通知の有無

肺がん検診

健診項目

特定健診

健康づくり健診

結核検診

胃がん検診

大腸がん検診

乳がん検診
（視触診・マン
モグラフィー）

子宮がん検診

対象年齢

40～74歳
Ｈ21.3末現在

30～38歳
Ｈ20.3末現在

65歳以上
Ｈ20.3末現在

40歳以上
Ｈ20.3末現在

20歳以上
Ｈ20.3末現在

1,000円

1,000円

900円

500円

600円

無料

200円

700円

レントゲン

レントゲン
喀痰検査

1,000円(生活保
護受給者を除く）

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の
方

非
課
税
所
帯
の
方
に
限
り
無
料
で
す
。

料金

事前通知なし
（会場で受診
票をお渡しし
ます）

事前通知あり

注意事項

特定健診は国保加入者のみ受診できます。
詳細については、通知書に同封いたします。

受診希望の方は、金具や濃い模様のついてい
ない下着・タンクトッップ・Ｔシャツが適し
ています。

①検診前日の夜10時から何も口にせずにお
いで下さい。
②手術を受けられた方は受診できません。

検診当日は、採便容器を配布し後日提出し
ていただきます。

隔年検診
視触診開始　8時30分～
マンモグラフィー検診　10時30分～

隔年検診　検診開始10時30分～

受付時間　8時30分～10時30分

後期高齢者（75歳以上）健診実施医療機関
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実施場所
橘公民館
朝日公民館
東川登公民館
西川登公民館
武内公民館
若木公民館
北方幼稚園北側駐車場
武雄市役所駐車場
武雄市役所駐車場
宮野公民館
大野コミュニティセンター
立野川内集落センター
山内保健センター
犬走公民館
永尾公民館
柿古場・中辰集会所
JAさが山内支所
北方中央公民館
北方東体育館
追分公民分館
北方幼稚園北側駐車場
武雄市役所駐車場
東川登公民館
西川登公民館
若木公民館
武内公民館
朝日公民館
橘公民館

時　間
9：30～11：30
13：30～15：30
9：30～11：30
13：30～15：30
9：30～11：30
13：30～15：30
9：30～11：30
9：30～11：30
13：30～15：30
9：30～10：30
11：00～12：00
13：00～14：00
14：30～16：00
9：30～10：30
11：00～12：00
13：00～14：00
14：30～16：00
9：30～11：30
13：30～15：30
9：30～11：30
13：30～15：30
9：30～12：00
13：30～14：30
15：00～16：00
9：30～10：30
11：00～12：00
13：30～14：30
15：00～16：00

４月10日（木）

４月　9日（水）

４月11日（金）

４月18日（金）

４月19日（土）

４月13日（日）

４月20日（日）

４月14日（月）

４月15日（火）

４月16日（水）

４月17日（木）

 
　
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
狂

犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
涯
１

回
の
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬

病
予
防
注
射
を
受
け
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
も
下
記
の
と
お
り
市
内

各
地
に
会
場
を
設
け
て
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま

す
。
最
寄
り
の
会
場
で
必
ず
接

種
し
ま
し
ょ
う
。 

　
手
数
料

注
射
料
金
　
　
　
２
５
０
０
円 

注
射
済
票
交
付
手
数
料

　
　
　
　
　
　
　
　
５
５
０
円 

※
こ
の
ほ
か
、
新
規
に
犬
を
登

録
す
る
場
合
は
登
録
手
数
料
と

し
て
別
途
３
千
円
が
必
要
で
す
。 

　
狂
犬
病
と
は

　
狂
犬
病
と
は
ウ
イ
ル
ス
性
の

感
染
症
で
、
犬
だ
け
で
な
く
人

は
も
ち
ろ
ん
、
猫
、
猿
、
馬
な

ど
あ
ら
ゆ
る
ほ
乳
類
に
感
染
し

ま
す
。
こ
の
病
気
は
発
病
し
た

動
物
に
咬
ま
れ
る
こ
と
で
感
染

し
、
発
病
す
れ
ば
１
０
０
％
死

に
至
る
大
変
恐
ろ
し
い
病
気
で

す
。 

　
１
９
５
７
年
を
最
後
に
日
本

で
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

世
界
的
に
み
る
と
毎
年
５
万
人

の
人
々
が
狂
犬
病
に
よ
り
命
を

お
と
し
て
い
ま
す
。

　
狂
犬
病
は
決
し
て
過
去
の
病

気
で
は
な
い
の
で
す
。
安
心
・

安
全
な
く
ら
し
を
守
る
た
め
、

犬
の
登
録
と
予
防
接
種
の
義
務

を
守
り
ま
し
ょ
う
。 

ペ
ッ
ト
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
飼

い
ま
し
ょ
う

◎
犬
の
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
ロ
ー
プ
で
繋
ぐ

な
ど
犬
が
逃
げ
出
さ
な
い
よ

う
に
し
、
散
歩
も
リ
ー
ド
を

付
け
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

◎
散
歩
中
に
犬
が
フ
ン
を
し
た

場
合
は
、
持
ち
帰
る
な
ど
き

ち
ん
と
始
末
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
袋
や
ス
コ
ッ
プ
を
持

っ
て
い
て
も
、
始
末
し
な
い

悪
質
な
飼
い
主
も
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
他
人
に
迷
惑
を
掛

け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

◎
子
犬
や
子
猫
が
生
ま
れ
る
こ

と
を
望
ま
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

去
勢
・
不
妊
手
術
を
受
け
ま

し
ょ
う
。 

◎
ペ
ッ
ト
の
鳴
き
声
等
に
よ
る

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
散
歩
す
る
な
ど
ペ
ッ
ト

の
ス
ト
レ
ス
の
発
散
と
、
無

駄
吠
え
を
止
め
さ
せ
る
な
ど

適
切
な
し
つ
け
を
行
い
ま
し

ょ
う
。 

　
問
合
せ
先

　
ま
ち
づ
く
り
部
環
境
課

　
　
電
話
（
23
）
９
１
３
０ 

　
山
内
支
所
ま
ち
づ
く
り
課

　
　
電
話
（
45
）
２
５
１
３ 

　
北
方
支
所
ま
ち
づ
く
り
課

　
　
電
話
（
36
）
６
０
２
３ 

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う

※　土、日は大変混雑しますので、平日の接種にご協力下さい。
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麻
し
ん
排
除
計
画
の
一
環
と

し
て
、
麻
し
ん
風
し
ん
ワ
ク
チ

ン
は
２
回
接
種
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
平
成

20
年
度
よ
り
５
年
間
の
経
過
措

置
と
し
て
中
学
１
年
相
当
と
高

校
３
年
相
当
の
年
齢
の
方
に
麻

し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
を
行
な
い
ま
す
。麻
し
ん
・

風
し
ん
の
両
方
と
も
か
か
っ
た

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
２
期
以
降
の
対
象
者
に
は
個

別
通
知
に
て
詳
し
い
接
種
方
法

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
よ

く
ご
覧
下
さ
い
。

　
対
象
年
齢
を
超
え
る
と
公
費

で
の
接
種
は
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
体
調
の
良
い
時

を
選
ん
で
早
め
に
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
者

【
第
１
期
】

　
１
歳
以
上
〜
２
歳
未
満
の
人

【
第
２
期
】

　
平
成
14
年
４
月
２
日
〜
平
成

　
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

【
第
３
期
】

　
平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成

　
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

【
第
４
期
】

　
平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平
成

　
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

■
接
種
期
間

　
平
成
20
年
４
月
１
日
〜

　
平
成
21
年
３
月
31
日

※
第
３
〜
第
４
期
に
つ
い
て
は

４
月
〜
６
月
接
種
が
望
ま
し
い
。

■
受
け
方

　
個
別
通
知
で
お
送
り
す
る
指

定
医
療
機
関
一
覧
等
を
参
考
に

医
療
機
関
を
選
び
、
予
約
を
入

れ
て
お
受
け
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
こ
ど
も
部
未
来
課
子
育
て
係

　
電
話
（
23
）
９
２
１
５

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
ま
し
ょ
う

　
市
で
は
、
重
度
の
障
が
い
を

持
つ
人
に
『
福
祉
タ
ク
シ
ー
利

用
助
成
券
』を
交
付
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

市
内
に
住
ん
で
い
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た

は
２
級
を
持
っ
て
い
る
人

②
療
育
手
帳
Ａ
を
持
っ
て
い
る

人
　

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
ま
た
は
２
級
を
持
っ
て

い
る
人

※
た
だ
し
、
自
動
車
税
お
よ
び

軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て

い
る
人
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
該
当
す
る
手
帳

②
手
続
き
す
る
人
の
印
鑑

③
申
請
書

■
受
付
場
所

　
武
雄
市
役
所
福
祉
課
・
山
内

支
所
・
北
方
支
所

■
受
付
期
間

　
４
月
１
日
（
火
）
か
ら
随
時

受
付
を
行
な
い
ま
す

■
問
合
先

く
ら
し
部
福
祉
課
障
が
い
福
祉

係
　
電
話
（
23
）
９
２
３
５

山
内
支
所
く
ら
し
課
福
祉
健
康

係
　
電
話
（
45
）
２
９
０
６

北
方
支
所
く
ら
し
課
福
祉
健
康

係
　
電
話
（
36
）
６
０
２
０

武雄～有明佐賀空港
　　乗合タクシー運行開始

有明佐賀空港 武雄市

大人片道
2,000円

　武雄～有明佐賀空港直通の乗合タクシーが運行開始さ
れます。
有明佐賀空港発着の全ての便に対応しており、お一人様
の予約から運行いたします。予約は利用希望日の前日の
12時までとなっています。乗降場所は武雄市役所前、
北方支所前、楼門前ですが、予約状況、運行ルートによ
っては、それ以外でも乗降できる場合があります。詳し
くはタクシー会社にお問合せください。
空港まで乗り換えなしで行ける有明佐賀空港乗合タクシ
ー。旅行、出張などにぜひご利用ください。
■運行期間　有明佐賀空港～武雄市
■運行開始日　４月１日（火）
■運賃　大人（満12歳以上）　片道2,000円
　　　　小人（満12歳未満）　片道1,000円
■運行形態
　事前予約制（利用希望日の前日１２時まで）
　《出発便》航空機出発の約５０分前に空港到着
　《到着便》航空機到着後、利用者が揃い次第空港出発
■ご予約・問合せ先
　温泉タクシー株式会社　電話（23）6161
　株式会社武雄タクシー　電話（23）1111

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用

助
成
券
の
お
し
ら
せ
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4 月のカレンダー
平成20年　2008　April 

みどりの日 振替休日

昭和の日 憲法記念日

こどもの日

消費生活相談
法律相談
フリースぺ－スあいあい
あっぷっぷ
ゆう3ひろば

BCG
消費生活相談
人権相談
フリースぺ－スあいあい
あっぷっぷ　ゆう3ひろば

ポリオ
消費生活相談
フリースぺ－スあいあい
朝サンサン広場
あっぷっぷ　ゆう3ひろば

4ヵ月児健診
消費生活相談
フリースぺ－スあいあい
あっぷっぷ
ゆう3ひろば

乳幼児相談
消費生活相談
赤ちゃんひろば
あっぷっぷ

3歳6カ月児健診
歯科相談
消費生活相談
あっぷっぷ

3歳6カ月児健診
歯科相談　
消費生活相談　    法律相談
赤ちゃんひろば
あっぷっぷ

3歳6カ月児健診
歯科相談　
消費生活相談
あっぷっぷ

ゆう3ひろば

ゆう3ひろば

劇団カッパ座公演
　　　　天のたまご
ゆう3ひろば
第27回童謡・唱歌を歌う会

なかよしひろば
ゆう3ひろば

健康相談
消費生活相談
将棋例会

乳幼児相談
糖尿病予防相談
健康相談
消費生活相談
弁護士相談

1歳6カ月児健診
歯科相談
健康相談
消費生活相談

糖尿病予防相談
健康相談
消費生活相談
弁護士相談

栄養相談
消費生活相談
吟詠教室
おはなし会

栄養相談
身体障がい者相談

4ヵ月児健診
栄養相談
行政相談
吟詠教室

1歳6カ月児健診
歯科相談
栄養相談
ふれあいランド

栄養相談
行政相談
消費生活相談

健康相談
行政相談
消費生活相談
囲碁例会

健康相談
消費生活相談
民踊教室
謡曲教室

健康相談
消費生活相談
囲碁例会

健康相談
消費生活相談
民踊教室
謡曲教室

川原ピアノ教室
　　　ピアノ発表会

山内ミュージックハウス
　ひばり会チャリティ
　　　カラオケ発表会

藤間万ゆ会おさらい会





（
３
月
15
日
受
付
分
ま
で
）

《
武
雄
町
》

白
武
　
陽
愛
　
　
（
祐
二
　
　
真
菜
美
　
武
雄
）

伊
勢
馬
場
ひ
な
　
（
昌
樹
　
　
千
明
　
　
下
西
山
）
　

朝
長
　
櫻
　
　
　
（
真
弘
　
　
直
子
　
　
下
西
山
）

小
林
　
颯
真
　
　
（
智
衆
　
　
景
子
　
　
川
良
）

山
口
　
大
誠
　
　
（
賢
太
　
　
恵
理
　
　
川
良
）

池
田
　
彩
音
　
　
（
倫
祥
　
　
亜
紀
子
　
花
島
）

井
上
　
陽
喜
　
　
（
晃
司
　
　
史
　
　
　
永
島
）

重
松
　
恒
汰
　
　
（
俊
和
　
　
圭
子
　
　
永
島
）

副
島
　
孝
太
　
　
（
孝
平
　
　
美
樹
　
　
永
島
）

森
　
　
小
春
　
　
（
寛
樹
　
　
美
穂
　
　
永
島
）

井
手
　
彩
乃
　
　
（
康
晴
　
　
奈
緒
子
　
昭
和
）

《
朝
日
町
》

岩
谷
　
優
李
　
　
（
和
彦
　
　
律
子
　
　
甘
久
）

副
島
　
彩
加
　
　
（
孝
弘
　
　
智
子
　
　
甘
久
）

犬
塚
　
こ
は
る
　
（
浩
之
　
　
麻
理
子
　
北
上
滝
）

荒
川
　
久
史
　
　
（
和
博
　
　
久
美
子
　
中
野
）

小
池
　
瑠
菜
　
　
（
康
夫
　
　
由
里
子
　
中
野
）

《
武
内
町
》

中
地
　
茜
　
　
　
（
勉
　
　
　
歩
　
　
　
東
真
手
野
）

《
東
川
登
町
》

浦
川
　
桃
花
　
　
（
貴
　
　
　
伊
佐
子
　
内
田
）

田
中
　
浩
斗
　
　
（
浩
二
　
　
清
美
　
　
袴
野
）
　

《
山
内
町
》

古
賀
　
希
望
　
　
（
正
浩
　
　
明
子
　
　
犬
走
）
　

光
岡
　
こ
ゆ
き
　
（
譲
　
　
　
ゆ
か
り
　
三
間
坂
）

中
山
　
裕
貴
　
　
（
博
行
　
　
恵
美
子
　
三
間
坂
）

田
島
　
晴
道
　
　
（
耕
二
　
　
景
子
　
　
三
間
坂
）

小
川
　
真
洋
　
　
（
善
光
　
　
美
和
子
　
三
間
坂
）

松
尾
　
万
莉
愛
　
（
英
和
　
　
直
江
　
　
宮
野
）
　

松
尾
　
美
優
　
　
（
英
和
　
　
直
江
　
　
宮
野
）
　

渕
野
　
琳
夢
　
　
（
裕
司
　
　
友
恵
　
　
立
野
川
内
）

川
内
　
莢
蘭
々
　
（
耕
介
　
　
律
子
　
　
立
野
川
内
）

《
北
方
町
》

橋
口
　
翔
　
　
　
（
幸
太
郎
　
美
紀
　
　
高
野
）

田
　
�
智
和
　
　
（
広
文
　
　
涼
子
　
　
浦
田
）

松
江
　
琥
珀
　
　
（
繁
行
　
　
直
子
　
　
西
杵
）

黒
尾
丸
明
咲
　
　
（
竜
也
　
　
梨
恵
子
　
芦
原
）

ひ
よ
り

さ
く
ら

そ
う
ま

た
い
せ
い

あ
や
ね

は
る
き

こ
う
た

こ
う
た

こ
は
る

あ
や
の

ゆ
う
り

あ
や
か

ひ
さ
し

る
　
な

あ
か
ね

も
も
か

ひ
ろ
と

の
ぞ
み

ゆ
う
き

は
る
み
ち

ま
ひ
ろ

ま
り
あ

み
　
ゆ

り
　
む

く
　
ら
　
ら

し
ょ
う

と
も
か
ず

こ
は
く

み
さ
き
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ま
ち
の
話
題

T
o
w
n
 T
o
p
ics

３
月
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
…

　３月２日（日）に大分県竹田市で開催された
「第21回岡の里名水マラソン大会」において、
稲富貴也さん（朝日町）がフルマラソン男子
40歳未満の種目（124名参加）で、見事大会２
連覇で優勝されました。
　この大会は、全国各地より約1,500名の参加
があり、山間部を走る起伏のあるコースで行わ
れ、全国ランニング大会100選に選ばれた大会
でもあります。
　稲富さんは、毎朝10キロの走り込みを行い
大会に臨み、昨年のタイムを約３分縮める２時間35分54秒の自己ベストの記録でゴー
ルされました。
　稲富さんは「次回は、２時間30分を切るタイムで走り、びわ湖毎日マラソン大会な
どに出場したい。」と抱負を語りました。今後のご活躍を期待します。

第21回岡の里名水マラソン大会　40歳未満で大会２連覇

　体育指導委員としてスポーツ・レクリエ
ーションの振興に特に功績があった人を表
彰する、平成19年度佐賀県体育指導委員
協議会の特別功労者表彰式が、３月２日（日）
第50回佐賀県体育指導委員研究大会で行
われ、田中文人さん（山内町）伊東孝治さ
ん（北方町）が表彰されました。
　田中さんは、永年にわたりスポーツ・レ

クリエーションの振興・発展、またニュースポーツの指導・普及に尽力されています。
　伊東さんは、永年にわたりスポーツの振興に寄与され、武雄市のスポーツ人口の
拡大・普及に尽力されています。今後も田中さん、伊東さんのご活躍を期待します。

平成19年度 佐賀県体育指導委員協議会 特別功労者表彰

田中文人さん
（山内町）

伊東孝治さん
（北方町）

あそびの達人　まなびの達人の称号

　中島知子さん（武雄町）が文部科学省認定の財団法人である
社会通信教育協会から「まなびの達人・あそびの達人」の称号
を受けました。
　中島さんは同協会が認定する生涯学習一級インストラクター

の資格をお持ちで、「佐賀県生涯学習インストラ
クターの会クリエイトさが」理事を務めながら、
県内の公民館や社会福祉協議会が主宰する講習会
の講師としてご活躍されています。武雄市におい
ても「武雄温泉湯けむり講座」の講師を務められ
ました。
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平
成
20
年
度
の
土
地
・
家
屋
の
価
格
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
１
日
よ
り
固
定
資
産
の
縦
覧
が
で
き
ま
す
。

平
成
20
年
度
の
土
地
・
家
屋
の
価
格
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
１
日
よ
り
固
定
資
産
の
縦
覧
が
で
き
ま
す
。

【
縦
覧
で
き
る
場
所
】

○
武
雄
市
役
所
税
務
課
課
税
係

○
山
内
支
所
総
務
課
税
務
係

○
北
方
支
所
総
務
課
税
務
係

※
武
雄
市
内
す
べ
て
の
固
定
資

産
に
つ
い
て
、
本
庁
及
び
支
所

の
税
務
係
で
縦
覧
で
き
ま
す
。

【
縦
覧
で
き
る
帳
簿
】

（
記
載
事
項
）

○
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

　
土
地
の
所
在
・
地
番
・
地
目

　
地
積
・
価
格

○
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

　
家
屋
の
所
在
・
家
屋
番
号
・

　
種
類
・
構
造
・
床
面
積
・
価

　
格

※
非
課
税
・
課
税
免
除
・
免
税

点
未
満
の
物
件
は
縦
覧
の
対
象

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
い
ず
れ
も
個
人
情
報
保
護
の

た
め
、
所
有
者
名
・
納
税
義
務

者
名
は
、
記
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

【
縦
覧
で
き
る
方
】

　
固
定
資
産
税
を
納
め
て
い
た

だ
い
て
い
る
方

※
た
だ
し
、
土
地
に
対
す
る
固

定
資
産
税
の
み
納
税
さ
れ
て
い

る
方
は
、
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

家
屋
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の

み
納
税
さ
れ
て
い
る
方
も
、
土

地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
は
縦
覧
で

き
ま
せ
ん
。

【
縦
覧
で
き
る
期
間
】

　
平
成
20
年
４
月
１
日
（
火
）

か
ら
６
月
30
日
（
月
）
ま
で
土

曜
・
日
曜
・
祝
休
日
を
除
く
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で

【
縦
覧
に
必
要
な
も
の
】

○
納
税
者
で
あ
る
こ
と
を
確
認

で
き
る
書
類

○
納
税
通
知
書
や
課
税
明
細
書

ま
た
は
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の
（
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー

ト
・
健
康
保
険
証
等
）

【
縦
覧
の
手
数
料
】

　
縦
覧
の
期
間
中
は
無
料
で
す
。

た
だ
し
、
コ
ピ
ー
等
の
交
付
は

で
き
ま
せ
ん
。

《
注
意
》

・
代
理
人
が
申
し
込
む
場
合
は
、

　
委
任
状
及
び
身
分
証
明
書
が

　
必
要
に
な
り
ま
す
。

・
法
人
が
申
し
込
む
場
合
に
は
、

　
申
請
書
に
法
人
の
代
表
者
印

　
の
押
印
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◎
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録

さ
れ
た
価
格
に
つ
い
て
不
服
が

あ
る
場
合
は
地
方
税
法
第
４
３

２
条
の
規
定
に
よ
り
、
価
格
等

を
登
録
し
公
示
し
た
日
（
４
月

１
日
）
か
ら
納
税
通
知
書
送
達

後
60
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
　
事

務
局
総
務
課
安
全
安
心
係
　
電

話
（
23
）
９
３
１
５
に
審
査
の

申
し
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

●
問
合
せ
先
　

　
総
務
部
税
務
課
課
税
係

　
電
話
（
23
）
９
２
２
０

　
山
内
支
所
総
務
課
税
務
係

　
電
話
（
45
）
２
９
０
６

　
北
方
支
所
総
務
課
税
務
係

　
電
話
（
36
）
６
０
２
０

固
定
資
産
縦
覧
の
お
知
ら
せ

固
定
資
産
縦
覧
の
お
知
ら
せ

　
九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト

整
備
に
関
し
て
は
、
国
土
交
通

省
の
事
業
認
可
を
受
け
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
武
雄
市
で
は
、
産
官
学
一
体

と
な
っ
て
新
幹
線
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
研
究
し
、

効
果
的
な
ま
ち
づ
く
り
施
策
、

魅
力
あ
る
武
雄
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て
提
言
し
て
い
く
「
武

雄
市
新
幹
線
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
仮
称
）
」
を
設
立
す
る
こ

と
と
し
、
会
員
を
広
く
募
集
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
武
雄
市
及
び
佐

賀
県
西
部
地
域
の
産
業
振
興
と

都
市
の
活
性
化
及
び
関
係
住
民

の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

意
欲
あ
る
方
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
合
わ
せ
て
、
専
門
作

業
部
会
で
あ
る
「
幹
事
会
」
へ

の
参
加
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
　

　
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。
新
幹

線
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

意
欲
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
く

だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
方
法

　
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
下
記
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
（
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
可
）

※
応
募
用
紙
は
、
市
役
所
、
各

町
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

武
雄
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
締
切

　
４
月
21
日
（
月
）

そ
の
他

　
会
議
に
つ
い
て
は
、
総
会
年

２
回
、
幹
事
会
年
４
回
程
度
の

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
報

酬
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
合
先

　
営
業
部

　
わ
た
し
た
ち
の
新
幹
線
課

　
電
話
（
23
）
９
２
１
０

　
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
23
）
７
１
０
２

武
雄
市
新
幹
線
活
用

　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
仮
称
）
会
員
募
集
！
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文
化
５
（
１
８
０
８
）
年
、

イ
ギ
リ
ス
艦
が
長
崎
港
に
強
引

に
入
港
す
る
フ
ェ
ー
ト
ン
号
事

件
が
お
き
ま
し
た
。
こ
の
時
の

警
備
の
役
を
果
た
せ
ず
厳
罰
の

処
分
を
う
け
た
佐
賀
藩
は
、
そ

の
後
西
洋
砲
術
の
研
究
や
西
洋

式
の
軍
隊
の
調
練
な
ど
に
力
を

注
い
で
い
き
ま
す
。
武
雄
も
本

藩
に
先
駆
け
洋
学
の
移
入
に
務

め
ま
し
た
。

　
武
雄
市
図
書
館
・
歴
史
資
料

館
で
は
、
フ
ェ
ー
ト
ン
号
事
件

か
ら
２
０
０
年
に
際
し
、
武
雄

に
残
さ
れ
た
多
く
の
関
係
資
料

と
と
も
に
新
時
代
の
幕
開
け
の

時
期
に
武
雄
が
果
た
し
た
功
績

に
つ
い
て
考
え
、
学
ぶ
こ
と
の

で
き
る
展
示
を
行
な
い
ま
す
。

■
日
時

　
３
月
29
日
（
土
）
〜

　
５
月
５
日
（
月
）

　        

９
時
〜
17
時

※
月
曜
・
第
３
木
曜
日
が
休
館

（
月
曜
が
祝
日
の
場
合
は
翌

日
が
休
館
）

■
場
所
　
武
雄
市
図
書
館
・
歴

史
資
料
館
企
画
展
示
室

■
観
覧
料
　
無
料

■
問
合
先

　
武
雄
市
図
書
館
・
歴
史
資
料

館
　
電
話
（
20
）
０
２
２
２

フ
ェ
ー
ト
ン
号
事
件
２
０
０
年

　

　
　
フ
ェ
ー
ト
ン
号
事
件
と
武
雄

武
雄
市
図
書
館
・
歴
史
資
料
館
企
画
展

武
雄
市
図
書
館
・
歴
史
資
料
館
ミ
ニ
企
画
展

薩
州
鹿
児
島
見
取
絵
図

　
今
回
は
、
２
０
０
８
年

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
「
天
璋
院

篤
姫
」
の
放
送
に
際
し
、
島
津

斉
彬
が
推
進
し
た
集
成
館
事
業

等
を
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
る

絵
図
「
薩
州
鹿
児
島
見
取
絵
図
」

を
展
示
し
ま
す
。

■
日
時

　
４
月
18
日
（
金
）
〜

　
５
月
14
日
（
水
）

　
９
時
〜
17
時

※
月
曜
日
が
休
館
（
月
曜
が
祝

日
の
場
合
は
翌
日
が
休
館
）

■
場
所
　
武
雄
市
図
書
館
・
歴

史
資
料
館
蘭
学
館
ミ
ニ
展
示

コ
ー
ナ
ー

■
観
覧
料
　
無
料

■
問
合
先

　
武
雄
市
図
書
館
・
歴
史
資
料

　
館
　
電
話
（
20
）
０
２
２
２

　
佐
賀
県
で
は
、
４
月
６
日
か

ら
４
月
15
日
ま
で
の
期
間
で
、

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
県
内
の
今
年
１
月
か
ら
の
交

通
事
故
死
亡
者
数
は
２
月
末
現

在
13
人
で
（
前
年
同
月
比
３
人

増
）
、
う
ち
65
歳
以
上
の
高
齢

者
が
10
人
と
７
割
以
上
を
占
め

て
い
ま
す
。

　
運
転
者
は
、
歩
行
中
の
高
齢

者
、
通
園
通
学
時
の
学
童
に
配

慮
し
た
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

　
交
通
事
故
発
生
時
に
お
け
る

被
害
の
防
止
・
軽
減
を
は
か
る

た
め
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
必
要
性
と
着

用
効
果
を
理
解
し
、
着
用
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。

　
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
、
悪
質
・

危
険
な
運
転
を
さ
せ
な
い
た
め

の
環
境
づ
く
り
を
職
場
、
家
庭

で
も
推
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

実
施
期
間
　
４
月
６
日
（
日
） 

 
  

　
〜
４
月
15
日（
火
）

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

　
４
月
10
日

運
動
の
基
本
　
子
ど
も
と
高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止

運
動
の
重
点

○
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
追
突
事
故
の
防
止 

問
合
せ
先

　
総
務
部
　
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
安
全
安
心
係

　
電
話
（
23
）
９
３
１
５

　
F
A
X
（
23
）
３
８
１
６

平
成
20
年
度
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

ス
ロ
ー
ガ
ン

　
　
守
ろ
う
交
通
ル
ー
ル
　
高
め
よ
う
交
通
マ
ナ
ー

サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
　
自
転
車
も
　
早
め
の
ラ
イ
ト
と
　
反
射
材宝

く
じ
は
、
広
く
社
会
に

　
　
　
　
　
　
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
宝
く
じ
の
収
益
の
一
部
は
、

宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
は
じ
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展

の
た
め
、
広
く
社
会
に
役
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
19
年
度
佐
賀
県
で
は
、

宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
で
あ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を

活
用
し
た
地
域
安
心
安
全
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
整
備
モ
デ
ル
事
業
を

募
集
し
、
片
白
区
自
主
防
災
会
、

高
橋
区
自
主
防
災
会
、
久
津
具

区
自
主
防
災
会
の
３
地
区
の
自

主
防
災
組
織
が
採
択
を
受
け
、

防
災
資
機
材
の
整
備
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

チェンソー

ゴムボート
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平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

対
象
者

　
75
歳
以
上
の
方
、
65
歳
か
ら

74
歳
ま
で
の
一
定
の
障
が
い

の
あ
る
方

保
険
料
の
徴
収
方
法

◇
75
歳
以
上
の
方
で
金
額
が
年

額
18
万
円
以
上
の
方

　
・
年
金
か
ら
天
引
き

　
※
４
月
上
旬
に
保
険
料
に
関

す
る
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

(

仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
、

特
別
徴
収
開
始
通
知
書
）

◇
年
金
額
が
年
額
18
万
円
未
満

の
方

◇
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
を
合
わ
せ
た
額

が
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超

え
る
方

◇
75
歳
未
満
の
方

　
・
納
付
書

　
・
口
座
振
替

※
６
月
に
、
保
険
料
に
関
す

る
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

(

保
険
料
額
決
定
通
知
書
、

保
険
料
納
入
通
知
書
）

　

◇
被
用
者
保
険
（
社
会
保
険
・

共
済
等
）
の
被
扶
養
者
だ
っ

た
方
に
は
特
別
措
置
が
あ
り

ま
す
。

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
す
る
直
前
に
被
用
者
保
険

（
社
会
保
険
・
共
済
等
）
の

被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
に
つ

い
て
は
、
制
度
加
入
か
ら
２

年
間
、
保
険
料
の
軽
減
措
置

が
あ
り
ま
す
。

◇
平
成
20
年
度
に
お
い
て
は
、

次
の
特
別
措
置
が
講
じ
ら
れ

ま
す
。

・
平
成
20
年
４
月
か
ら
９
月
ま

で
は
保
険
料
負
担
を
凍
結
し

ま
す
。
（
保
険
料
は
徴
収
さ

れ
ま
せ
ん
。
）

・
平
成
20
年
10
月
か
ら
平
成
21

年
３
月
ま
で
は
、
保
険
料
を

９
割
軽
減
し
ま
す
。

※
原
則
と
し
て
、
10
月
か
ら
年

金
よ
り
徴
収
さ
れ
ま
す
。

◇
制
度
施
行
直
前
に
国
保
か
ら

被
用
者
保
険
（
社
会
保
険
・

共
済
等
）
の
被
扶
養
者
と
な

っ
た
方

・
本
来
、
平
成
20
年
４
月
か
ら

９
月
ま
で
は
保
険
料
は
徴
収

さ
れ
ま
せ
ん
が
、
事
務
処
理

の
都
合
に
よ
り
、
平
成
20
年

４
月
か
ら
保
険
料
が
年
金
か

ら
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
場
合
、
被
用
者

保
険
の
被
扶
養
者
と
確
認
次

第
、
年
金
に
よ
る
徴
収
を
中

止
し
、
既
に
徴
収
し
た
保
険

料
の
う
ち
平
成
20
年
度
中
に

納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料
額

を
超
え
た
額
に
つ
い
て
還
付

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
　

電
話
０
９
５
２（
64
）８
４
７
６

h
ttp
://w
w
w
.saga-ko

u
iki.jp

/

く
ら
し
部
健
康
課
国
保
年
金
係

電
話
（
23
）
９
１
３
５

山
内
支
所
　
国
保
年
金
係
　
　

電
話
（
45
）
２
９
０
６

北
方
支
所
　
国
保
年
金
係
　
　

電
話
（
36
）
６
０
２
０

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
を
拡
大
し
ま
す

制
度
拡
大
の
対
象

　
満
３
歳（
誕
生
日
の
翌
月
）〜

　
小
学
校
就
学
前
の
乳
幼
児

※
保
険
診
療
対
象
外
の
も
の
及

び
食
事
療
養
費
は
助
成
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

※
重
度
心
身
障
害
者
の
医
療
費

又
は
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療

費
の
助
成
の
適
用
を
受
け
た
場

合
は
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制

度
の
適
用
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
乳
幼
児
医
療
費
助
成
申
請
書

（
本
庁
、
各
支
所
に
あ
り
ま
す
）

・
保
護
者
名
義
の
口
座
番
号

（
郵
便
局
は
除
く
）

・
健
康
保
険
証
　
・
印
鑑

高
額
療
養
費
に
該
当

　
　
　
　
　
　
し
て
い
る
場
合

・
ご
加
入
の
健
康
保
険
（
社
会

保
険
な
ど
）
か
ら
の
高
額
療

養
費
の
支
給
決
定
通
知
書
　

通
院
医
療
費
を
申
請
す
る
場
合

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

受
給
者
証

申
請
の
方
法

　
医
療
機
関
で
申
請
書
に
１
ヵ

月
に
か
か
っ
た
医
療
費
負
担
額

の
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
審
査
後
、
指
定
の
口
座
へ
振

り
込
み
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ
先

こ
ど
も
部
支
援
課
家
庭
支
援
係

　
電
話
（
23
）
９
２
１
６

山
内
支
所
く
ら
し
課
福
祉
健
康
係

　
電
話
（
45
）
２
９
０
６

北
方
支
所
く
ら
し
課
福
祉
健
康
係

　
電
話
（
36
）
６
０
２
０

平成20年３月31日まで平成20年４月１日から

○
歯
科
医
療
費
の
全
額
助
成

○
入
院
医
療
費
の
自
己
負
担

額
の
１
／
２
を
助
成

○
歯
科
医
療
費
の
全
額
助
成

○
入
院
医
療
費
の
自
己
負
担

額
の
１
／
２
を
助
成

○
次
の
所
有
者
に
対
し
通
院

医
療
費
の
自
己
負
担
額
の

１
／
２
を
助
成

・
身
体
障
害
者
手
帳

・
療
育
手
帳

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給

者
証
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屋
外
広
告
物
を
表
示
（
設
置
）
す
る
と
き
は

　
　
　
　
　
　
　
　
市
長
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　
佐
賀
県
屋
外
広
告
物
条
例
の

事
務
の
う
ち
設
置
許
可
に
関
す

る
事
務
、
違
反
広
告
物
の
措
置

に
関
す
る
事
務
が
、
佐
賀
県
よ

り
武
雄
市
に
委
譲
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
20
年
４
月
１
日
よ
り
武

雄
市
の
区
域
内
に
屋
外
広
告
物

を
新
た
に
設
置
す
る
場
合
、
許

可
期
限
後
も
継
続
し
て
設
置
す

る
場
合
、
屋
外
広
告
物
の
改
造

な
ど
変
更
を
す
る
場
合
は
、
市

長
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
屋
外
広
告
物
業
の
登

録
に
関
す
る
事
務
は
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
佐
賀
県
が
行
い
ま
す
。

屋
外
広
告
物
（
広
告
物
）
と
は
？

常
時
又
は
一
定
期
間
継
続
し
て

屋
外
に
お
い
て
公
衆
に
表
示
さ

れ
る
も
の
で
看
板
、
立
看
板
、

は
り
紙
、
は
り
札
、
広
告
塔
、

広
告
板
、
建
物
そ
の
他
の
工
作

物
等
に
掲
出
又
は
表
示
さ
れ
る

も
の
を
い
い
ま
す
。

屋
外
広
告
物
の
規
制
と
は
？

①
良
好
な
景
観
の
形
成
と
風
致

（
自
然
の
も
つ
美
し
さ
）
の

維
持

②
公
衆
に
対
す
る
危
害
の
防
止

の
２
点
か
ら
、
屋
外
広
告
を

出
し
て
い
い
場
所
、
い
け
な

い
場
所
を
定
め
表
示
す
る
大

き
さ
、
高
さ
、
数
量
そ
の
維

持
管
理
な
ど
に
つ
い
て
規
制

し
て
い
ま
す
。

許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
い
け
な

い
も
の

　
佐
賀
県
知
事
が
指
定
す
る
道

路
及
び
道
路
・
鉄
道
の
両
側
の

区
域
等
（
許
可
区
域
）
に
お
い

て
、
一
般
広
告
物
（
※
１
）
を

表
示
す
る
場
合
は
、
市
長
の
許

可
が
必
要
で
す
。

　
許
可
区
域
で
は
、
広
告
物
の

種
類
や
大
き
さ
な
ど
基
準
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

許
可
を
受
け
な
い
で
い
い
も
の

・
公
職
選
挙
法
そ
の
他
の
法
令

に
よ
る
広
告
物

・
国
県
市
な
ど
に
よ
る
公
共
の

利
益
や
公
衆
の
利
便
の
た
め

の
広
告
物

・
自
家
用
広
告
物
（
※
２
）

・
人
や
車
両
に
表
示
す
る
広
告

物
な
ど

 

（
※
１
）
一
般
広
告
物
：
自

家
用
広
告
物
（
※
２
）
以
外
の

屋
外
広
告
物

（
※
２
）
自
家
用
広
告
物
：
自

己
の
事
業
所
な
ど
の
建
物
や
そ

の
敷
地
内
に
自
己
の
氏
名
や
名

称
、
事
業
内
容
な
ど
を
表
示
す

る
も
の
や
自
己
の
管
理
す
る
土

地
等
に
管
理
上
の
必
要
に
基
づ

き
表
示
す
る
も
の

屋外広告物許可区域
禁止物件許可区域 禁止区域

広告物を
掲出でき
ない区域

広告物を掲
出できない
物件

許可を受けなければ広告物を掲
出できない区域

橋
、
ト
ン
ネ
ル
、
街
路
樹
、
路
傍
樹
、
信
号
機
、
標
識
、
防
護

施
設
、
消
火
栓
、
火
災
報
知
機
、
火
の
見
や
ぐ
ら
、
郵
便
ポ
ス

ト
、
電
話
ボ
ッ
ク
ス
、
送
電
塔
、
送
受
信
塔
、
照
明
塔
、
煙
突
、

ガ
ス
タ
ン
ク
、
水
道
タ
ン
ク
、
銅
像
、
神
仏
像
及
び
記
念
碑

①
全
て
の
一
般
国
道
（
西
九
州
自
動
車
道
（
武
雄
佐
世
保
道
路
）

を
除
く
。
）
、
県
道
及
び
市
町
村
道
の
区
域

②
知
事
が
指
定
し
た
道
路
の
路
端
か
ら
20
m
以
内
　
（
　
　
）

③
知
事
が
指
定
し
た
道
路
の
路
端
か
ら
５
０
０
m
以
内
J
R
長

崎
本
線
及
び
J
R
佐
世
保
線
の
区
域
並
び
に
こ
れ
ら
の
路
端

か
ら
５
０
０
m
以
内
。
た
だ
し
、
立
看
板
、
広
告
板
、
広
告

塔
は
路
端
か
ら
１
０
０
m
以
上
離
す
こ
と
　
　
　
（
　
　
）

④
長
崎
自
動
車
道
及
び
西
九
州
自
動
車
道
（
武
雄
佐
世
保
道
路
）

の
終
端
か
ら
１
０
０
０
m
以
内
た
だ
し
、
立
看
板
、
広
告
板
、

広
告
塔
は
路
端
か
ら
５
０
０
m
以
上
離
す
こ
と
　
（
　
　
）

⑤
J
R
武
雄
温
泉
駅
前
広
場
及
び
そ
の
敷
地
か
ら
２
０
m
以
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
）

文
化
財
等
、
保
安
林
、
高
速
道
路
、
都
市
公
園
で
知
事
が
指
定

し
た
も
の
及
び
官
公
署
、
学
校
、
図
書
館
な
ど

屋
外
広
告
物
を
表
示
（
設
置
）
す
る
と
き
は

　
　
　
　
　
　
　
　
市
長
の
許
可
が
必
要
で
す
。

屋
外
広
告
物
を
表
示
（
設
置
）
す
る
と
き
は

　
　
　
　
　
　
　
　
市
長
の
許
可
が
必
要
で
す
。
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保
健
連
絡
協
議
会
だ
よ
り

保
健
連
絡
協
議
会
だ
よ
り

　
武
雄
市
立
西
川
登
小
学
校
　
養
護
教
諭
　
　
桑
原
千
賀
子

　
武
雄
市
立
西
川
登
小
学
校
　
養
護
教
諭
　
　
桑
原
千
賀
子

　
魔
法
の
言
葉

　
お
子
様
の
す
こ
や
か
な
成
長

の
た
め
に
は
、
保
護
者
の
み
な

さ
ま
の
御
協
力
と
、
「
よ
く
で

き
た
ね
」
「
が
ん
ば
っ
た
ね
」

と
い
う
魔
法
の
言
葉
が
と
て
も

大
切
で
す
。
た
く
さ
ん
褒
め
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
家
庭
と
学
校
の
両
方
か
ら
、

見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
困

っ
た
時
な
ど
、
い
つ
で
も
御
相

談
く
だ
さ
い
。

　
新
１
年
生
の
み
な
さ
ん
、
保

護
者
の
皆
様
、
ご
入
学
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ピ
カ
ピ
カ
の
大
き
な
ラ
ン
ド

セ
ル
を
背
負
い
、
元
気
に
登
校

す
る
姿
を
想
像
し
な
が
ら
、
４

月
に
な
る
の
を
わ
く
わ
く
！
ド

キ
ド
キ
！
し
な
が
ら
待
っ
て
お

ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
学
校
で
も
、
た
く
さ
ん
の
お

兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
た
ち
が
、

み
な
さ
ん
を
待
っ
て
い
ま
し
た

よ
。
こ
れ
か
ら
一
緒
に
お
勉
強

を
し
ま
し
ょ
う
ね
。
仲
良
く
遊

び
ま
し
ょ
う
ね
。

★
さ
て
、
小
学
校
生
活
が
始
ま
る
と
・
・
・

①
毎
日
、
大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
長
い
距
離
を
自

分
の
足
で
歩
い
て
登
校
し
ま
す
。

②
授
業
中
と
休
み
時
間
の
区
別
が
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。

活
発
に
活
動
し
ま
す
。

③
初
め
て
経
験
す
る
こ
と
も
多
く
、
緊
張
の
連
続
で
す
。

④
帰
り
も
自
分
の
足
で
歩
い
て
下
校
し
ま
す
。

　　
保
育
園
や
幼
稚
園
の
時
と
の
環
境
の
違
い
で
心
も
体
も
疲

れ
て
一
日
を
終
え
ま
す 

★
そ
こ
で
是
非
ご
家
庭
で
心
が
け
て
ほ
し
い
こ
と
と
し
て
・
・
・

①
朝
ご
飯
は
必
ず
食
べ
て
き
ま
し
ょ
う
。
（
食
べ
さ
せ
て
く

だ
さ
い
）
食
べ
て
き
て
い
な
い
子
は
、
朝
か
ら
ボ
ー
と
し

た
り
、
10
時
過
ぎ
る
と
集
中
力
や
気
力
が
な
く
な
っ
た
り

し
ま
す
。
頭
痛
や
腹
痛
も
起
こ
り
ま
す
。
イ
ラ
イ
ラ
し
ま
す
。

②
夜
は
９
時
に
は
寝
ま
し
ょ
う
。
（
寝
せ
て
く
だ
さ
い
）

　
一
日
の
疲
れ
は
、
た
っ
ぷ
り
の
睡
眠
で
と
れ
ま
す
。
大
人

に
合
わ
せ
て
遅
く
ま
で
起
き
て
い
る
と
、
疲
れ
が
た
ま
っ

て
い
き
ま
す
。

　
　

　
こ
の
２
つ
が
で
き
れ
ば
、
ま
ず
大
丈
夫
で
す
。
毎
朝
元
気

に
学
校
へ
登
校
で
き
ま
す

★
そ
の
他
に
・
・
・

①
学
習
の
準
備
は
、
寝
る
前
ま
で
に
お
う
ち
の
人
と
一
緒
に
し

ま
し
ょ
う
。
（
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
）

　
今
日
の
出
来
事
な
ど
を
話
し
な
が
ら
一
緒
に
す
る
こ
と
で
、

学
校
の
様
子
が
わ
か
っ
た
り
、
忘
れ
物
を
せ
ず
に
す
ん
だ
り
、

ま
た
学
習
準
備
の
習
慣
も
身
に
付
き
ま
す
。
（
習
慣
に
な
る

と
、
あ
と
は
自
分
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
）

②
朝
起
き
た
ら
顔
を
洗
い
、
食
後
に
は
歯
み
が
き
を
し
ま
し
ょ

う
。
（
声
か
け
を
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
）
「
起
き
た
ら
顔
を

洗
う
」
「
食
べ
た
ら
歯
を
み
が
く
」
「
ト
イ
レ
の
あ
と
は
手

を
洗
う
」
な
ど
基
本
的
な
こ
と
が
、
自
分
で
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
ょ
う
。

何
事
も
習
慣
に
な
る
と
、
自
分
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
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～男女がよきパートナーとして共に生きるために～～男女がよきパートナーとして共に生きるために～～男女がよきパートナーとして共に生きるために～

　武雄市の男女共同参画推進は、「武雄市男女
共同参画推進市民会議」と行政の「武雄市男女
共同参画推進本部」が車の両輪のように、協働
で企画・活動しています。
　20年度・21年度に市民会議委員として活動
していただく方を募集します。
　「性別にかかわりなくあらゆる分野への参画
や、一人ひとりの個性と能力が発揮できる男女
共同参画社会づくり」に向けて、あなたのお力
を貸していただけませんか。

◆応募資格　男女共同参画社会づくりに関心の
ある方で、市内在住または市内に
勤務する20歳以上の人

◆募集人員　5人程度

◆主な内容　男女共同参画社会実現のための調
査研究や諮問に対する答申、男女
共同参画社会実現のための普及啓
発、男女共同参画政策の推進

◆応募方法　氏名、住所、年齢、電話番号、応
募動機（200字程度）を添え、下
記へご提出下さい。

◆応募締切　４月15日（水）

◆申込・問合せ　市役所企画部男女参画課
　　　　電話（23）9141　FAX（23）3816
　　　　Email：danjyo＠city.takeo.lg.jp

みんなでつくる、男女共同参画社会
チェック！！　できることから一歩一歩

男女が共にいきいき輝く地域づくりを積極
的に進めましょう！
◇女性自らも、地域ふれあいを大切にし、
方針決定に参画しましょう
◇「男ばかりだから」「女の意見だから」
など性別にこだわった考えをしていませ
んか

「おい・わい」と呼ばずに、親しい仲でも
お互い名前で呼び合いましょう！
◇パートナーに対する「おもいやり」「こ
ころくばり」が、日々の言動で実現でき
ているか再チェックしましょう
◇メディア情報や社会通念など、人権、常
識を考えてみましょう
◇暴力は身体的なものだけではありません、
相手の人権や心を傷つけてしまうことも
暴力です

家事は女性の役割りと決めつけず「男性の
家事労働時間１日47分の実現」をめざしま
しょう。
◇自分の生き方は、性別にとらわれず、選
択し活動できていますか
◇「男らしさ、女らしさ」が過剰に意識され、
それが日常当然となっている慣習や慣行
はありませんか

◇仕事一辺倒の生き方を見直し、社会全体
でワークライフバランスを実践しましょ
う

～この自己チェックは先の市民意識調査報告会
で採択されました～

武雄市男女共同参画推進市民会議
委員を募集します！
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法
律
相
談
を

　
　
　
　
ご
利
用
下
さ
い

消
費
生
活
相
談
を

　
　
　
　
ご
利
用
下
さ
い

窓
口
で
の
本
人
確
認

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

平
成
二
十
年
度
水
道
水
質

　
　
検
査
計
画
に
つ
い
て

　
佐
賀
県
立
美
術
館
で
開
催
す

る
佐
賀
県
高
齢
者
美
術
展
に
出

品
す
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

◆
日
時
　
５
月
30
日（
金
）

　
　
　
　
〜
６
月
１
日（
日
）

◆
場
所
　
佐
賀
県
立
美
術
館

◆
出
品
資
格
　
県
内
在
住
の
60

歳
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア

◆
出
品
作
品
　
日
本
画
・
洋
画
・

彫
刻
・
工
芸
・
書
・
写
真
で

未
発
表
の
も
の
。
作
品
は
１

人
（
１
施
設
）
１
点
ま
で
と

す
る
。

◆
出
品
料
　
１
点
に
つ
き
千
円

と
し
、
作
品
の
搬
入
時
に
納

入
す
る
こ
と

◆
申
込
締
切
　
５
月
20
日（
火
）

◆
出
品
先
・
問
合
せ
先

（
財
）
佐
賀
県
長
寿
社
会
振
興

財
団
　
開
発
指
導
課

電
話
０
９
５
２（
31
）４
１
６
５

F
A
X

０
９
５
２（
30
）２
５
８
０

〒
８
４
０
│

０
８
４
０

佐
賀
市
神
野
東
２
丁
目
３
│

33

E
-m
ail

　ch
o
u
ju
0
6
@
p
v.sin

.n
e.jp

　
心
と
体
を
１
つ
に
結
び
、
内

な
る
力
を
引
き
出
す
ヨ
ー
ガ
＝

ポ
ー
ズ
を
学
び
ま
す
。
ダ
イ
エ

ッ
ト
に
も
最
適
で
す
。
ぜ
ひ
参

加
下
さ
い
。

◆
日
時
　
４
月
24
日
（
木
）
よ

り
毎
週
木
日
（
全
８
回
）
　

19
時
〜
21
時

◆
場
所
　
武
雄
市
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
（
武
雄
市
文
化
会
館

内
）
軽
運
動
室

◆
講
師
　
島
　
好
子

◆
受
講
料
　
無
料

◆
定
員
　
30
名
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

◆
問
合
せ
先

　
武
雄
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
電
話
（
23
）
５
１
６
９

　
ト
リ
ム
体
操
は
老
若
男
女
を

問
わ
ず
健
康
維
持
と
し
て
転
倒

予
防
や
生
活
習
慣
病
の
予
防
と

し
て
地
域
の
皆
様
に
大
変
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。
一
度
体
験
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　
毎
週
金
曜
日

　
　
　
９
時
30
分
か
ら
11
時

◆
場
所
　
白
岩
体
育
館

◆
問
合
せ
先
　

N
P
O
九
州
ト
リ
ム
体
操
協
会

電
話
０
９
５
５（
46
）２
９
０
３

F
A
X

０
９
５
５（
46
）４
６
８
８

　
N
T
T
西
日
本
一
九
州
様
よ

り
『
電
話
お
願
い
手
帳
』
『
ふ

れ
あ
い
速
達
便
』
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

◆
電
話
お
願
い
手
帳

　
耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
方
や

お
年
寄
り
が
外
出
先
で
用
件
や

連
絡
先
な
ど
を
書
き
込
み
、
近

く
の
人
に
お
願
い
す
る
と
き
に

使
用
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
手

帳
は
耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
方

か
ら
の
お
願
い
サ
イ
ン
で
す
の

で
、
お
願
い
さ
れ
た
ら
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
ふ
れ
あ
い
速
達
便

　
耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
方
は
、

自
宅
か
ら
の
連
絡
方
法
と
し
て

「
F
A
X
」
を
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
『
ふ
れ
あ
い
速
達
便
』

は
「
F
A
X
」
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
の
た
め
の
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
送
信
用
紙
で
す
。

※
く
ら
し
部
福
祉
課
又
は
、
支

所
く
ら
し
課
に
置
い
て
い
ま
す

の
で
、
必
要
な
方
は
ご
自
由
に

お
持
ち
帰
り
下
さ
い
。

　
平
成
20
年
４
月
施
行
の
医
療

制
度
改
革
に
よ
り
国
民
健
康
保

健
証
等
の
一
部
を
更
新
し
ま
し

た
。

◆
該
当
さ
れ
る
方

●
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
65

歳
以
上
の
退
職
者
医
療
保
険

（
ピ
ン
ク
の
保
険
証
）
の
適

用
が
廃
止
さ
れ
一
般
国
保
（
ブ

ル
ー
の
保
険
証
）
の
適
用
に

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

●
高
齢
受
給
者
証
の
１
割
負
担

の
方
全
員
（
２
割
負
担
の
１

年
間
凍
結
に
よ
る
）
、
及
び

３
割
負
担
の
退
職
者
医
療
制

度
適
用
の
方
が
対
象
に
な
り

ま
す
。

※
３
月
下
旬
に
配
達
記
録
に
て

郵
送
し
て
い
ま
す
。

※
旧
保
険
証
に
つ
い
て
は
ハ
サ

ミ
を
入
れ
る
な
ど
し
て
処
分

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
先
　

く
ら
し
部
健
康
課
国
保
年
金
係

　
電
話
（
23
）
９
１
３
５

山
内
支
所
　
国
保
年
金
係
　
　

　
電
話
（
45
）
２
９
０
６

北
方
支
所
　
国
保
年
金
係
　
　

　
電
話
（
36
）
６
０
２
０

　
事
業
所
に
杵
藤
地
域
産
業
保

健
セ
ン
タ
ー
所
属
の
産
業
医
（
専

門
ス
タ
ッ
フ
）
が
訪
問
し
て
、

個
人
健
康
相
談
、
指
導
及
び
健

康
講
話
を
実
施
し
ま
す
。

　
事
業
主
及
び
従
業
員
の
皆
さ

ん
の
健
康
と
事
業
所
の
健
康
管

理
を
応
援
し
ま
す
。

　
相
談
内
容
等
に
つ
い
て
の
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
ご
安
心

下
さ
い

　　
佐
賀
県
弁
護
士
会
で
は
４
月

15
日
を
「
遺
言
の
日
」
と
し
、

遺
言
や
相
続
問
題
に
関
す
る
無

料
相
談
会
を
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
相
談
希
望
者
は
、
次
の
弁
護

士
事
務
所
に
直
接
予
約
連
絡
を

し
て
来
所
時
間
の
調
整
を
し
て

頂
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
問
合
せ
先

　
武
雄
町
昭
和
16
│
７

　
桑
原
法
律
事
務
所

　
電
話
（
20
）
１
４
５
５

Information
佐
賀
県
高
齢
者
美
術
展

　
　
　
　
　
出
品
者
募
集

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
講
座

ヨ
ー
ガ
講
座
受
講
者
募
集

電
話
お
願
い
手
帳

　
　
　
ふ
れ
あ
い
速
達
便

ト
リ
ム
体
操
を

　
　
始
め
ま
せ
ん
か

国
民
健
康
保
険
等
の

　
一
部
を
更
新
し
ま
し
た

応
援
し
ま
す

　
　
職
場
の
健
康
管
理

遺
言
や
相
続
問
題
に

　
関
す
る
無
料
相
談
会
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市
民
の
方
の
法
律
的
な
解
決

を
必
要
と
す
る
相
談
に
つ
い
て

無
料
で
相
談
で
き
る
法
律
相
談

を
。
毎
月
開
設
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
事
前
予
約
制
で
、
弁
護

士
の
先
生
に
よ
る
専
門
的
な
相

談
を
受
け
ら
れ
た
い
方
は
是
非

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
設
日
等

○
毎
月
第
１
火
曜
日

　
13
時
10
分
〜
15
時
40
分

　
　
　
　
　
　
先
着
５
名
ま
で

○
毎
月
第
３
火
曜
日

　
９
時
45
〜
14
時
45
分

　
　
　
　
　
　
先
着
７
名
ま
で

相
談
場
所

　
本
庁
　
１
階
相
談
室

　
相
談
時
間
が
限
ら
れ
て
お
り
、

相
談
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、

事
前
に
相
談
内
容
を
聴
取
い
た

し
ま
す
の
で
、
予
約
の
際
は
要

点
を
ま
と
め
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

　
総
務
部
　
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
安
全
安
心
係

　
電
話
（
23
）
９
３
１
５

　
F
A
X
（
23
）
３
８
１
６

困
っ
た
時
は
早
め
に
ご
相
談
を

　
多
重
債
務
、
悪
質
商
法
や
ク

ー
リ
ン
グ
オ
フ
等
に
関
す
る
消

費
生
活
の
質
問
、
相
談
に
つ
い

て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
消
費

者
の
皆
さ
ん
の
立
場
で
一
緒
に

考
え
、
解
決
の
た
め
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。

相
談
受
付
日
　
毎
週
月
・
火
・

木
・
金
曜
日
（
相
談
日
が
祝
祭

日
と
重
な
る
場
合
は
水
曜
日
に

も
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
）

相
談
場
所
　

　
　
　
北
方
支
所
２
階
会
議
室

相
談
受
付
時
間
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

ス
ム
ー
ズ
な
相
談
の
た
め
に

１
要
点
を
ま
と
め
て
置
い
て
く

だ
さ
い
。

２
な
る
べ
く
契
約
し
た
本
人
が

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

３
来
庁
の
場
合
は
、
な
る
べ
く

事
前
に
予
約
の
電
話
を
お
入

れ
く
だ
さ
い
。

４
契
約
書
や
渡
さ
れ
た
書
類
等

が
あ
れ
ば
手
元
に
準
備
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
総
務
部
　
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
安
全
安
心
係

　
電
話
（
23
）
９
３
１
５

　
F
A
X
（
23
）
３
８
１
６

　
現
在
、
住
民
異
動
届
や
戸
籍

の
届
出
の
時
、
窓
口
で
本
人
確

認
を
し
て
い
ま
す
が
、
戸
籍
法

な
ど
法
の
改
正
に
よ
り
、
５
月

１
日
か
ら
戸
籍
や
住
民
票
の
写

し
な
ど
を
請
求
す
る
際
も
「
本

人
確
認
」
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

①
旅
券
、
運
転
免
許
証
な
ど
官

公
署
発
行
で
写
真
が
貼
付
さ

れ
た
も
の
を
提
示

②
①
を
提
示
で
き
な
い
方
は
保

険
証
や
年
金
手
帳
な
ど
複
数

組
み
合
わ
せ
て
提
示

③
①
②
を
提
示
で
き
な
い
方
は
、

戸
籍
や
住
民
票
な
ど
の
記
載

を
説
明
す
る
方
法
（
戸
籍
の

内
容
な
ど
を
お
尋
ね
し
ま
す
）

で
本
人
を
確
認
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
戸
籍
に
つ
い
て
は
、

本
人
や
自
己
の
直
系
の
親
族
以

外
の
請
求
、
住
民
票
に
つ
い
て

は
、
本
人
や
同
世
帯
員
以
外
の

請
求
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
ど

お
り
委
任
さ
れ
た
旨
の
書
類
が

必
要
で
す
。

　
安
全
な
水
を
安
心
し
て
使
用

で
き
る
要
件
と
し
て
、
水
質
基

準
（
平
成
十
五
年
厚
生
労
働
省

令
第
一
〇
一
号
）
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
武
雄
市
水
道
課
で
は
、
水
質

検
査
の
適
正
化
を
図
る
と
と
も

に
、
そ
の
透
明
性
を
確
保
す
る

た
め
に
「
水
質
検
査
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
を

公
表
し
ま
す
。

○
水
質
検
査
計
画
の
構
成

①
基
本
方
針

②
水
道
事
業
の
概
要

③
原
水
及
び
浄
水
の
水
質
状
況

④
検
査
地
点

⑤
水
質
検
査
項
目
と
検
査
頻
度

⑥
臨
時
の
水
質
検
査

⑦
水
質
検
査
方
法

⑧
水
質
検
査
計
画
及
び
結
果
の

公
表
に
つ
い
て

⑨
水
質
検
査
の
精
度
と
信
頼
性

保
証
に
つ
い
て

⑩
関
係
者
と
の
連
携

○
閲
覧
方
法

　
武
雄
市
役
所
の
行
政
資
料
閲

覧
コ
ー
ナ
ー
及
び
水
道
課
で
見

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。



人の動き人の動き人の動き人の動き人の動き人の動き

《
編
集
・
発
行
》
武
雄
市
総
務
部
秘
書
広
報
課
（
市
役
所
3
階
TE
L 2
3
－
9
1
2
1
・
F
A
X
 2
3
－
3
8
1
6
）
　
《
印
刷
》
飯
盛
印
刷
紙
工
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
●
武
雄
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　
http：

//w
w
w
.city.takeo

.lg
.jp/ 　

●
E
-m
ailア

ド
レ
ス
　
in
fo
@
c
ity.takeo

.lg
.jp　

再
生
紙
利
用

総人口　　52,018人　
男　　　24,614人　
女　　　27,404人　
世帯数　　16,840世帯

平成20年２月末日現在

武雄町　15,995人　（-39）
橘　町　　2,841人　（-4）
朝日町　　5,709人　（+39）
若木町　　1,976人　（-23）
武内町　　2,708人　（-22）

東川登町　2,607人  　（-74）
西川登町　2,216人　（-1）
山 内 町　9,564人　（-41）
北 方 町　8,402人　（-142）
（　）は平成19年2月末日との増減

　
武
雄
市
に
は
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
の
手
で
元
気
に
し
よ
う
と
、
様
々
な
活
動
を
さ
れ

て
い
る
団
体
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
そ
ん
な
「
武
雄
を
よ
か
ま
ち
に
す
る
」
た
め
に
活
動
し
て
い
る
団
体
を
紹

介
し
ま
す
。 よ
か
ま
ち
武
雄
を
つ
く
る
人
々

よ
か
ま
ち
武
雄
を
つ
く
る
人
々

　
市
民
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

私
た
ち
北
方
・
山
内
町
商
工
会

青
年
部
と
は
商
工
会
を
形
成
す

る
一
部
会
で
、
商
工
会
の
事
業

を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
共
に

商
工
業
の
総
合
的
な
改
善
発
展

を
図
り
、
あ
わ
せ
て
地
域
の
振

興
発
展
、
社
会
一
般
の
福
祉
の

増
進
に
努
め
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
団
体
と
し
て
事

業
を
営
む
経
営
者
・
後
継
者
（
満

40
歳
以
下
）
の
青
年
（
男
女
）

で
構
成
さ
れ
て
い
る
組
織
で
あ

り
ま
す
。

　
主
な
活
動
と
し
て
は
、
市
が

主
催
す
る
『
が
ば
い
武
雄
の
物

産
ま
つ
り
』
を
は
じ
め
地
域
イ

ベ
ン
ト
や
各
地
区
で
の
奉
仕
作

業
な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、

市
民
皆
様
の
明
る
い
く
ら
し
の

お
役
に
立
つ
よ
う
日
々
頑
張
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
度
（
３
月
よ
り
）

県
内
の
商
工
会
青
年
部(

県
内
24

商
工
会
青
年
部
、
部
員
総
数
約

７
５
０
名)

で
は
近
年
多
発
し
て

い
る
児
童
へ
の
悪
質
か
つ
凶
悪

な
犯
罪
防
止
に
努
め
、
安
全
な

地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と

を
目
的
に
『
こ
ど
も
見
守
り
隊
』

を
結
成
し
活
動
致
し
て
お
り
ま
す
。

県
内
各
青
年
部
で
の
そ
の
取
り

組
み
内
容
は
若
干
異
な
る
も
の
の
、

こ
ど
も
の
安
全
・
地
域
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
の
活
動
と
い

う
点
で
は
全
県
統
一
し
た
目
的

の
も
の
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
私
た
ち
北
方
・
山
内

町
商
工
会
青
年
部
活
動
内
容
を

紹
介
し
ま
す
と

①
各
隊
員
が
車
輌
に
『
こ
ど
も

見
守
り
隊
』
の
証
を
掲
示
し
、

毎
日
　
各
隊
員
の
時
間
帯
に

合
わ
せ
て
武
雄
市
内
の
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
。

②
各
隊
員
の
店
舗
に
『
こ
ど
も

見
守
り
隊
』
の
証
を
掲
示
し
、

登
下
校
中
の
子
供
た
ち
の
保

　
護
・
誘
導
・
見
守
り
活
動
を

実
施
す
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
活
動
を
今
後

継
続
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
目
印
は
左
記
の
『
こ

ど
も
見
守
り
隊
』
の
証
を
掲
示

し
た
車
輌
・
店
舗
で
す
。
お
気

軽
に
お
声
か
け
下
さ
い
。
ま
た
、

子
供
達
へ
の
ご
周
知
も
重
ね
て

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

お問合せ：北 方 町 商 工 会 青 年 部

　　　　　山 内 町 商 工 会 青 年 部

電話番号：36-2111(北方町商工会)

　　　　　45-2505(山内町商工会)

第4回　北方・山内町商工会青年部第4回　北方・山内町商工会青年部第4回　北方・山内町商工会青年部
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